
 
 
 
 
 
＜司	 	会＞	 牧野竜之ＳＡＡ	 	 	 	 	 	 	 	 ＜斉	 唱＞	 Ｒ ･Ｓ「手に手つないで」	

＜ゲ	ス	ト＞	 ㈲吉田畜産	 吉田幸伸様	 	 	 	 	 	 	 	 	

＜ビジター＞	 	 なし	

	

	

〈会長挨拶〉三浦正好会長	

	 つい先日お盆が過ぎたと思いましたら、すぐに 8
月も終わりの時期となりました。年を重ねるごとに

季節の過ぎるのは早いと感じるようになりましたが、

今年は特にそのように感じます。先日台風が東北地

方に上陸するという異例のコースを通りました、幸

いこの地方には被害はありませんでしたが、これら

も近年の異常気象が原因となっているのかなと言う

気がいたします。将来の地球の環境がどのようになっ

てしまうのか心配ではありますが、少しずつもとの

地球にもどっていってほしいと感じています。 
 
 

	 	渥美ロータリークラブ		 創 	立／Ｓ 44.4	 承 	認／Ｓ 44.4	
	 	 例 会 日／毎週水曜日	12:30	
	 	 例 会 場／蒲郡信用金庫渥美支店2F	
	 	 事 務 局／愛知県田原市福江町堂前50-6	

蒲郡信用金庫渥美支店	内 	

TEL・ FAX／ (0531)32-1251	
URL／ http://www15.ocn.ne.jp/~atsumirc/	
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〈出席報告〉山本博正出席委員 		 〈	9月のスケジュール	〉	

会員数	 	 	36名	

出席計算に用いた会員数	 	34名	

本日欠席	 	12名	 	出席率	 			64.71％ 	

先々回補正	 1名	 	補正出席率	94.12％ 	

９月６日	 ガバナー公式訪問	 崋山会館	 18:00	 	
14日	 ゲストスピーチ	 	

JA愛知みなみ	 組合長	 中神享三様	
21日	 ゲストスピーチ	

ゆずりは学園	 学園長	 沓名和子様	
	 	 	 	 28日	 桜保全作業	

 

〈幹事報告〉小松浩幹事	

１．9 月ロータリーレート	 １＄102 円	

２．定例理事役員会のご案内	

３．例会臨時変更および休会		

４．9 月の予定及び次例会のご案内	

５．回覧	 ハイライト米山	

豊橋東 RC	 20 年の縁	

〈スマイルボックス〉	

山本博正スマイルボックス委員長	 	

○三浦正好会長	 	
同じ保美の吉田君をお招きしました。本日はよ

ろしくお願いします。	
○小松	 浩幹事	 	
吉田幸伸君本日はよろしくお願いします。入会

するようでしたらいつでも言って下さい。	
○牧野竜之 SAA	 	
今日初めてがましんさんで口座作りました。大

根さんお世話になります。書類のサインが多く

てつかれました。	
○荒木誠一会員	 	
先週の桜保全作業お疲れ様でした。9 月、10
月と作業会ありますので宜しくお願いします。

また道具紛失騒ぎでご迷惑をお掛けしすいませ

んでした。自宅に 3 セットしっかり有りまし
た。申し訳ありませんでした。	

○川口真会員	 	
吉田君本日はスピーチよろしくお願いします。	



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（文責	 川口	 真）	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	
〈ゲストスピーチ〉	

有限会社吉田畜産	 吉田幸伸様	
	 	

本日の例会では保美町で養豚業を営んでいる、

㈲吉田畜産の専務取締役吉田幸伸様をお招きし、

自身の養豚業の経営についてなどの講演をしてい

ただきました。	

吉田畜産では独自のブランド豚「保美豚」の飼

育に力を入れており、ご自身でも抗生物質を使わ

ない、免疫力の高い健康的な豚を育てることを理

念とされています。餌の種類や配合などに様々な

工夫をし、健康状態の管理などに気を配らなけれ

ばならないため、経営としては大変な部分もある

が、手をかけたぶん豚の肉質や味にはっきりと成

果が現れるため、そのあたりが養豚の醍醐味との

ことです。	

抗生物質を使用しないため、当初は病気などの

対応に大変苦労したとのことですが、現在は様々

なノウハウを使用し、病気の少ない健康な豚を育

てることに成功されているそうです。	

また豚舎で出るもみ殻などは、良質な微生物の

力で発酵させ匂いの少ない堆肥として、近隣の農

家さんの肥料として利用してもらい環境のリサイ

クルに貢献しているそうです。	

これからも日々研究をし、常に試行錯誤をして

いく必要があると語っておられました。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




